
小論文

令和 4年度 編入学試験問顆用紙
社会情報学部 社会情報学科

【内部学力選考】

社会生活情報学専攻

以ドは、 有カスタ ー トアップ企業での女性の経営参画が遅れているとの新聞記

車(2020年11月22日日経新問朝刊）であるが、 女性の経営参画が遅れている

ことの要因は何か、 またそれによる弊害にはどのようなことが考えられるかあ

なたの考えを600字から800字で述べなさいつ

（余白及び裏ih]はド掛きに使用しても楠いません）
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新輿勢で女性の経営参面は遅れる
女性副碑（i仏）
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本部分については
著作権上の制約により
掲載することができませ
ん。


